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The Framework of Studies about Education and Manga

Through Past Studies and Recent Movements

Keisaku Tamada

The purposes of this paper were (1) to review past studies

about education and manga (Japanese comics), (2) to grasp

recent movements about education and manga, (3) to construct

the framework of studies about education and manga through

past studies and recent movements.

Firstly, studies about education and manga can be divided

into two categories: reading or creating manga. Studies about

reading manga dealt with the e#ects of reading manga, and the

e#ects were negative or positive. Studies on negative e#ects of

reading manga had two types approach: showing their opinion

and perceiving situations, while studies on positive e#ects of read-

ing manga had two contents: knowledge and attitude.

On the other hand, studies about creating manga would be clas-

sified into two types: special or general education. Special educa-

tion is a kind of program which tries to bring up professional

manga creators, especially in universities. Meanwhile, general ed-

ucation means challenges to get something thorough the experi-

ence of crating manga. Focusing on creating manga has just

started, so this is a kind of prospect of future studies.

I hope this paper will connect to the development of studies

about education and manga in the near future.
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は じ め に

近年マンガ研究が盛んである� マンガは� 2007年度の販売金額が
4699億円で出版物全体 �書籍�雑誌合計� の 22.5�� 部数では 12億
3512万部で出版物全体の 36.7�を占めており �全国出版協会出版科学研
究所� 2008�� 非常に巨大な市場を築いているメディアである� またその
読者層も� かつてのようにマンガは子どものものであった時代は今や遠い
昔のことであり� 現在では老若男女を問わず読まれるようになっている�
一方で� 外務省 (2007)はポップカルチャ�の文化外交への活用の一環と
して� 海外でマンガ文化の普及活動に貢献する漫画作家を顕彰するため
	国際漫画賞
 (International MANGA Award)を創設しており� マンガ
は今やわが国から世界へ発信しているメディアでもあるとも言える�
このようにマンガが我�の生活の中に深く入り込みその影響力を増すに
伴い� マンガに関する研究も増えてきた� 研究といっても� これまでマン
ガはエッセイや評論レベルで論じられることが多かったのであるが�
2001年にマンガ研究を目的とする最初の学会である日本マンガ学会が創
設され学術的研究も徐�に増えてきている�
そうした現在のマンガ研究において� 教育という観点からのマンガ研究
は主要なテ�マの一つとなっているとは言い難い� 2009年に出版された
マンガ学のハンドブックともいうべき 	マンガ学入門
 �夏目�竹内�
2009� において� III章� 	マンガ学の領域
 の項目は 	歴史研究
�	マ
ンガ家�原作者論
�	マンガ表現論
�	マンガの読者
�	マンガ雑誌研
究
�	マンガ産業論
 となっており教育という観点はここに含まれていな
い� 下位のカテゴリ�である次の IV章� 	マンガ学のアプロ�チ
 にお
いて 	マンガと教育
 という項目がようやく登場してくるのである�
しかし� このことは教育とマンガに関する研究が存在しない� あるいは
少なく貧困であるということを意味するわけではない� むしろ教育とマン
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ガというテ�マは� マンガ研究の中で最も古くから扱われてきたテ�マの
一つであり� その知見もある程度存在している� ここで問題なのは� 教育
とマンガに関する研究は混乱の状態にある� すなわち教育とマンガに関す
る既存の研究の知見が点在しており相互参照されることが少なく� 多くの
研究は闇に埋もれてしまっているという点なのである�
また� 最近既存の教育とマンガに関する研究とは異なる新しい観点から
の研究が徐�に現れてきたり� あるいはそうした予兆が見られたりするよ
うになってきた� 教育とマンガに関する研究は現在大きな転換点を迎えて
いるとも言うことができ� そうした最近の動向を把握することは非常に重
要であると考えられる�
そこで本稿の目的は以下の三つとする� まず� わが国における教育とマ
ンガに関する既存の研究を概観し再発見を行う� 次に� 教育とマンガに関
する研究の最近の動向を把握する� 最後に� 以上の二点を踏まえ� �点
在���混乱���未開拓� のままの状態である教育とマンガに関する研究を
系統的に整理し� その全体像を描き出すことを試みる�
なお� 文献の検索については主に以下の手続きを用いた� まず CiNiiに
おいて �教育���学習���マンガ���まんが���漫画� などのキ�ワ�ド
を組み合わせ検索し� 加えて竹内 (2009)の文献リストを参照した�

1. 教育とマンガに関する既存の研究の概観

本章では教育とマンガに関する既存の研究の概観を行う� 教育とマンガ
に関する既存の研究は主にマンガを �読む� ことによって受ける影響を
扱ってきたがその影響は善悪二元論的� すなわち �有害マンガ� と �マン
ガ利用� という二つの言説に分類することができる 	玉田� 2009
� 以下
それぞれについて見ていく�
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1.1. 有害マンガ
�有害マンガ� に関する研究では� 暴力シ�ンや性的シ�ンを含む �有
害な� マンガを読むことにより読者 �特に子ども� に与える影響に注目し
ているが� �有害マンガ� に関する研究には意見表出型と事態把握型とい
う二種類のアプロ�チがある�

1.1.1. 意見表出型研究
意見表出型研究とは� �有害マンガ� に関しての自分の意見を前面に押
し出す研究である� そしてその意見は� マンガの暴力シ�ンや性的シ�ン
を見ることで悪影響を及ぼすという批判的な意見と� あるいはその批判に
対する批判的な意見がそれぞれ存在する�

	 批判的意見
マンガに対する批判的意見は� 古くから存在していた� 猪野 (1953)は�
一般の子どもたちに当時愛読されているマンガをいくつか挙げ� その低俗
な内容を批判している� たとえば 
サボテン君� という西部活劇マンガで
は� はじめから終わりまで二挺拳銃の打ち合いで� さらにインディアンは
常にやられ役で非人間的侮蔑的に扱われていると述べた� そして �このよ
うに人権無視も暴力も非礼も悪口雑言も漫画の世界では自由� であり� 子
どもの欲求を満足させるマンガの多くがこのような内容を持っているとそ
の内容を糾弾した� さらにこうした低俗な文化はさらに低いほうへ低いほ
うへと流れ� �文化の発展や人間的発展�� さらには �国の発展� をもとど
めるだろうとさえ主張した�
また波多野 (1953)は� マンガを禁じ子どもからマンガをひきはなすよ
りも� マンガを与えることにより子どもをよくしていくべきだと主張し
た� そしてそのためにはよいマンガを与える必要があるが� 現在のマンガ
は営利と結びつき �冒険マンガ� や �マゲモノマンガ� のような �悪い�
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マンガばかりになってしまっているため� マンガを営利から解放し改善し
ていくべきだと述べている�
�わるい� マンガに関しては� 柳内 (1964)も �わるい� マンガの条件を
新刊の子ども雑誌から拾い出しそれを非難した� ここでいう �わるい� マ
ンガの条件とは� �目をそむけたくなる表現 �下品な絵����ものの見方を
ゆがめるもの���いのちをそまつに扱うもの���低い興味に迎合するも
の� である� そしてこうした �わるい� マンガを選別する目をもたせ�
�いい� マンガに親しませるような指導が必要であると主張している�
そして堀 (1970)は� ハレンチマンガに対し �不潔で醜悪���きたなら
しい� と生理的な嫌悪感をあからさまに示しつつ� そのハレンチマンガを
�斬る� ことを試みた� そこでは我	の中には生や暴力のようなハレンチ
なものへの好みが秘められているためにハレンチマンガは売れていると結
論づけている� そして� �ハレンチマンガが駅の売店で手軽に売られてい
る片方で� どうして �健全なる青少年の育成� ができるであろうか� と嘆
きすら覚えた�


 批判への批判
このように多くの批判がなされる一方で� こうした批判に対する批判も
存在してきた�
津金沢 (1966)は� 昨今のマンガ有害論は現実のマス�コミ的病原のス
ケ�プ�ゴ�トにマンガが供せられたという点においてその数年前に賑
わった �テレビ俗悪論� と酷似していると指摘した� 続けて� マンガへの
非難のエネルギ�は� 過酷な受験体制や遊び場の貧困という現状を踏ま
え� 劣悪なまま放置されている子どもの教育的社会権利の回復へこそ向け
られるべきであろうと主張した�
副田 (1972)は� 少年マンガへの批判を �悪いことばを覚える���残酷
さにひかれる���醜いものにひかれる���性への好奇心をあおられる��
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�本を読まなくなる���勉強をしなくなる���ものを考えなくなる� の七
つに分類し� それぞれの批判的検討を行った� そしてその多くは影響が誇
張されたり� 偏見の対象になったり� スケ�プ�ゴ�トの役割が押し付け
られていると述べた�
そして赤川 (1993)は� これまで多くの場合に使われてきたのは �有害
マンガは青少年に悪影響を与える� という� 有害なものは有害だ� または
悪いものは悪いというト�トロジ� �同義反復	 であるとした上で� 有害
マンガの規制を目的とする人
にとって� この単純なト�トロジ�は非常
に役立つと述べている� そしてその理由を� 有害マンガの有害性というの
がこのト�トロジ�では疑ってはならない前提で� 有害とされる表現がな
ぜ� どのような意味で有害なのかを議論したり� 反論を受けたりする可能
性を未然に防ぐことができるからであると結論づけた�

1.1.2. 事態把握型研究
事態把握型研究とは自分の意見を述べるよりも� マンガに対する批判の
歴史的な変遷を追ったり� マンガがどのように読まれているかの実態を調
査したりすることで事態の正確な把握を目的とする研究である�
東京学芸大学読書科学研究会 (1958)は� 児童マンガの語彙を明らかに
し� 国語教育や読書指導を行う手がかりとするために児童マンガから語句
を収集し分類を行った� そこでは� �下品なコトバと流行語���文法的な
乱雑さ���符号の多さ� などがマンガの語彙の問題点として挙げ� 言語教
育の上からこうした点を考慮することが必要であろうと述べた�
また阪本 (1959)は� マンガの指導には親の協力が不可欠であるとして�
指導の手がかりにすることを目的に親のマンガに対する意見や態度の実態
の調査を実施した� その結果� 子どものマンガに対する親の態度は全面否
定的ではないが� �内容の低俗さ���不快な情緒的刺激���勉強や読書の
妨げ���思考力が浅くなる�� などの理由で親はマンガを批判しているこ
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とを明らかにした� そしてよいマンガを選択し� よくないマンガを読まな
いよう指導をするような� 選択と指導が必要であるという声が親の間に高
いことを示した�
他方で歴史的なアプロ�チとしては� 竹内 (1995)の研究が挙げられる�
竹内は� 非難や弁護の側に身を置くのではなく� �ニュ�トラル� な立場
から戦後のマンガにかかわる事件のありさまやその問題の所在を展望する
ことを試みた� 竹内によると� 規制運動の源流は 1955年の �悪書追放運
動� にある� この時期 �日本子どもを守る会� や �母の会連合会� および
PTAなどの団体が子ども向けのマンガの �低俗な� 描写を批判し �悪書
追放運動� を展開した� 続いて 1970年 1月には� 四日市市の中学校長会
が小学生の間にスカ�トめくりを流行させたとして �ハレンチ学園� の追
放を決定し� 県青少年保護審議会に有害指定するよう働きかけた� 一方で
人肉を食べるという残酷描写に対し規制を受けたのが �アシュラ� であ
る� 1970年 7月神奈川県児童福祉審議会は �アシュラ� を有害図書に指
定し� 出版元である講談社にも抗議を行った� その後 1990年代前半には
マンガの性表現に関する �有害� コミック問題が起き� 出版業界は自主規
制に踏み切っていった�
そして宮本 (2003)は 1938年に内務省警保局図書課から出された �児
童読物改善ニ関スル指示要綱� 以前の教育的観点からの子どもマンガの問
題のありようを紹介している� そこでは� 当初からマンガを全否定するよ
うな議論は支配的であったわけではなく� むしろ学校教育と子どもの生活
との乖離を批判する文脈の中で質の高い議論が展開されていたことが明ら
かにされた� そして� マンガを読む子どもを教育的に導く方法が模索さ
れ� 議論の高まりと裾野の広がりと共に質の低い全否定論や全肯定論が現
れ� 子どもマンガは �問題� であるらしいという認識が普及していったこ
とを示した� このように戦前という時期を対象にしたマンガ研究は未だ少
なく� 更なる研究が必要とされる分野の一つである�
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1.2. マンガ利用
�マンガ利用� に関する研究では� マンガを読むことにより読者に及ぼ
すポジティヴな影響について注目し� マンガを教材や教授の手段として教
育的利用につなげることを目的としている� そして �マンガ利用� に関す
る研究はその取り扱う内容において知識 �情報的側面��態度 �情緒的側
面� に二分できる�

1.2.1. 知識 �情報的側面�
マンガの教育的利用として最も注目を浴びてきたのは� マンガを学習教
材として用いることにより知識や情報の獲得を支援するという側面におい
てであり� その試みは学習マンガという形式で実践されてきた�
学習マンガの利点として� 阪本 (1964)は以下の三点を挙げている� 第
一にマンガは既成のイメ	ジを提供できるため� 抽象的なことばからイ
メ	ジを生成する必要のある文章に比べ読み手の負担を軽減しわかりやす
く伝えることができる点である� 第二にマンガでは連続的な内容の表現
と� 重要な部分の強調とそうでない部分の省略ができる点である� 第三に
マンガは子どもに親しまれているため� 文章よりも抵抗なく速く読むこと
ができる点である�
こうした学習マンガの教授効果に関する実証的研究もいくつか行われて
きた� 村田 (1993)は� 大学生を対象に不動産屋の正しい選び方を題材に
した学習漫画の効果の検討を行った� 主題の本質的な部分の絵を含む漫画
�漫画条件��本質的な部分の絵を削除して代わりに非本質的な絵で置き換
えた漫画 �非本質漫画条件��文章のみ �文章条件�� の三つの異なる条件
のテキストをそれぞれ異なる実験参加者に学習させ� 条件間での理解度の
差を比較した� その結果� 主題の本質的な部分の絵を含む漫画は� 文章の
本質的な部分を要約的に強調するので� 理解を促進した� また非本質的な
部分を表した絵も� 実験参加者が状況を視覚的に捉えることを助けること
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がわかった� そしてさらに四種類の新たな文章条件を設定したところ� 獲
得させたい知識のみをトピックごとにまとめて箇条書きにしたマニュアル
条件において漫画条件と同じ結果が見られた�
佐藤 (1998a)は� 高校生と大学生を対象に� 古典学習の理解と記憶に及
ぼす漫画の影響を検討した� 漫画群 �枕草子本文と学習漫画を提示� と本
文群 �本文のみを提示� の文法�心情理解�内容理解を比較したところ�
文法においては両群に差が見られなかったが� 心情理解と内容理解に関し
ては漫画群の得点が有意に高かった� 同様の結果が二週間後に行われた再
認テストでも確認された� そして事後アンケ�トでは� 高校生において漫
画群のほうが本文群よりもプラスイメ�ジの回答を行っていた�
続いて佐藤 (1998b)は大学生を対象に� おもしろさや理解度の自己評
定� 漫画や本への好き嫌い� 後にテストがあることを教示するかどうかと
いう要因を加え� 文章の読解と記憶に及ぼす学習漫画の影響を検討した�
実験参加者を漫画学習群 �漫画を用い� 後にテストがあることを教示��
漫画自由群 �漫画を用い� 自由に自分のペ�スで読むよう教示�� 文章学
習群 �文章を用い� 後にテストがあることを教示�� 文章自由群 �文章を
用い� 自由に自分のペ�スで読むよう教示� の四群に分け� その比較を
行った� その結果� おもしろさや理解度の自己評定は漫画群でも文章群で
もあまり変わりはなく� 漫画や本への好き嫌いも内容理解や記憶には影響
していなかった� 教材を読んだ直後に実施した内容テストでは文章群の得
点が有意に高かった一方で� 三週間後に実施した再認テストでは漫画群の
得点が有意に高かく� 漫画は長期の記憶保持に有効であることが示され
た�
さらに向後�向後 (1998)は� 大学生を対象に �アルカリ性食品	 の学
習に関して� マンガか文章で学習内容を提示するという条件と� それにマ
ンガによるスト�リ�を加えて提示するかしないかという条件を組み合わ
せた四群を設定し� その比較を行った� 推論を必要としない� あるいはあ
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る程度必要とする問題では� マンガにより学習内容を提示した群において
一週間後の再認テストでの成績の落ち込みが文章により学習内容を提示し
た群よりも少なく� マンガによる提示は記憶保持に有効であった� 一方で
新しい事態への知識の適用を必要とする問題では� スト�リ�をマンガで
提示した群においてスト�リ�を提示しなかった群よりも高い得点を示し
た� このことより� マンガによるスト�リ�の提示は読者の状況モデル構
築を促進させ� 新しい事態への知識の適用を助けることが示唆された� 同
様に内容の関心度においても� マンガ�文章に関わらずスト�リ�をマン
ガで提示した群のほうが高かった�

� マンガ読解力とマンガの読みリテラシ�技能
ところで� このようにマンガを学習に利用する際の前提は学習者がマン
ガを読むことができる� 言い換えるならばマンガを読む際に必要とされる
基本的能力を獲得していることである�
中澤�中澤 (1993)はマンガを読む際に必要とされる基本的能力をマン
ガ読解力と名づけ� そのマンガ読解力を測定するテストとして CCCT

(Chiba university Comic Comprehension Test)を開発した� そしてマ
ンガ読解力はコマの理解に関わるリテラシ�と� コマの連続からスト�
リ�を読み取る文脈理解のリテラシ�の二つから成ることが示唆された�
その後中澤 (2004)はマンガの読みリテラシ�技能を査定するテストと
して分量を減らし� 選択肢形式の問題を増やすなどした改訂版として
CCCT-3を開発し� 小学 4年生と大人を対象に CCCT-3を実施した� そ
の結果リテラシ�技能は小学 4年生から成人にかけて高くなっており�
リテラシ�技能の発達が確認された� そして� マンガの読みリテラシ�は
コマの理解のリテラシ�と� コマの連続からスト�リ�を読み取る文脈理
解のリテラシ�の二つに分類されたが� 小学 4年生では両方がマンガの
スト�リ�理解に関連していた一方で� 大人ではコマの文脈理解のリテラ
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シ�のみがマンガのスト�リ�理解に関連していたことが発見された�
次に中澤 (2005)はコマの読み取りのリテラシ�の発達を� 幼児� 小学

1, 4, 6, 中学 2年生を対象に検討した� 対象者を二つのグル�プに分けた
ところ� 幼児と小学 1年生が同じグル�プに� 小学 4, 6, 中学 2年生が同
じグル�プにそれぞれ分類された� 年少者グル�プにとっては絵や表情な
どの表現よりも� 心理的な表現 �たとえば心配や不安を表す記号� の理解
は困難であるようであったが� 年長者グル�プでは心理的な表現の理解も
ある程度高くなっていた� すなわち� 発達とマンガ読み経験の増加に伴い
より高度なマンガ読みのリテラシ�技能を獲得していくことが示唆され
た�
そしてこのマンガの読みリテラシ�やマンガ読解力は学習マンガ教材の
効果に影響を及ぼすという指摘がこれまでなされてきた�
中澤 (2002)は� 小学 5年生を対象に CCCTによって測定されるマンガ
読解力が学習マンガ教材の効果に及ぼす影響を検討した� 実験参加者をマ
ンガ群� 小説群� 説明文群に割り当て� 各群の比較を行ったところ� 教材
としての実際の有効性は教科書的な説明文群が高かったが� 教材への評価
はマンガ群が最も好意的な評価を示した� そしてマンガ群内において� マ
ンガ読解力の高い学習者はマンガ読解力の低い学習者に比べマンガによる
学習の効果が高く� マンガ読解力がマンガを利用した学習に影響している
ことを明らかにした�
また佐藤 (1997)は小学 5年生を対象に� CCCTを元に作成したマンガ
表現知識の査定を行い� マンガ表現知識が学習マンガ教材の効果に及ぼす
影響を調べた� マンガ表現知識が高い学習者は低い学習者に比べ� 文章教
材�マンガ教材ともにより短い時間で読んでいた� また内容理解に関して
も文章教材�マンガ教材ともにマンガ表現知識が高い学習者のほうが高
かったが� マンガ教材ではその差は有意ではなかった�
しかし一方で� 小学 5年生のように年少者を対象とした場合はこのよ
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うにマンガ読解力やマンガの読みリテラシ�が学習マンガ教材の効果に影
響を及ぼすが� 青年では既に高いマンガの読みリテラシ�を獲得している
ため学習マンガ教材の効果には影響しないという知見も存在している
(Tamada, 2009).

1.2.2. 態度 �情緒的側面�
上記に挙げた知識に比べるとその数は少なく実証的な検討もほとんど行
われてはきていないが� マンガを読んで態度が変化する� 何かのきっかけ
になる� 興味を持つようになるというような態度 �情緒的側面� に注目し
た研究も存在している�
副田 (1973)によると� マンガを読むときは登場人物の表情や動作を含
む情景からかれらの内面である心理の動きを想像していくという �情景�
心理	 という想像力が必要とされる� そしてこの想像力は他者の心理を洞
察する能力と似通っており� ゆえにマンガを読むことにより現代の子ども
たちはその能力を成長させているのではないかという仮説を提唱した�
阪本 (1973)は� 真のユ�モアとは意味の二義性で笑わせるものであり�
そうしたユ�モアを持つ 
サザエさん��
のらくろ��
鉄腕アトム� など
のマンガを読むことはユ�モアの開発に有効であろうと述べている� しか
し一方で� 同じマンガでもくすぐりの多い 
おそ松くん��
ガキ道講座�
などを読んでもユ�モアを養うには足りないであろうとも考えている�
浜田 (1973)も同様にマンガの持つユ�モアを取り上げている� 浜田に
よると� 昔ながらの一コママンガや四コママンガでは笑い�ユ�モアを基
調として諸諸の感情を取り扱っており� それを説明ほとんど抜きにして
フィ�リングやイメ�ジによって補い読むことは� 人間の成長にとって必
要であると認めている�
また� 図書館におけるマンガの受け入れが進むにつれ� その効果や影響
を調査した研究も現れてきた� 溝畑 (1989)は� マンガを受け入れたこと
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により図書館に来る生徒が増え� 本にあまり興味のなかった生徒も来るよ
うになり� 図書館と生徒とのつながりがより強くなったと感じたと述べて
いる� 段 (1989)もマンガを図書館に導入したことのメリットを� マンガ
がなければ決して図書館に足を踏み入れなかったと思われる生徒が多く来
館するようになった点であるとしている�

2. 教育とマンガに関する研究の最近の動向

本章では教育とマンガに関する研究の最近の動向を把握し� 今後の展望
を行うことを試みる� 教育とマンガに関する研究の最近の動向は� 大きく
マンガを �描く� ことへの注目と� �マンガ利用� の中の �態度 �情緒的
側面�� に注目する実証的研究の増加という二つの流れに分けられる� 以
下ではそれぞれを順に見ていく�

2.1. マンガを �描く� ことに関する研究
上記のように既存の研究はマンガを �読む� ことによって受ける影響を
扱ってきたが� 最近の動向としてマンガを �描く� という新たな観点への
注目と� そうした観点からの研究の出現をうかがうことができる� そして
マンガを �描く� ことに関する研究はさらに専門教育 �プロのマンガ家養
成� と一般教育との二種類が存在すると考えられる�

2.1.1. 専門教育 �プロのマンガ家養成�
専門教育とは� より優れたマンガ作品を創作することができるプロのマ
ンガ家養成を主たる目的とする教育のことであるが� 近年特に大学におい
てその動きが盛んである� マンガを扱う大学の増加を受けて� 2009年 6

月に開催された日本マンガ学会第 9回大会のシンポジウムのテ�マは
�大学でマンガ !?� であったが� そこではマンガについて教える学部	学
科を持つ大学の現状が実際に大学で教壇に立つ教員たちから報告された�
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そもそも日本の大学で最初に �マンガ� の名称を採用したのは� 1973

年の京都精華大学美術科デザインコ�スマンガクラスである� そこから少
し間が空いて 2000年に京都精華大学芸術学部マンガ学科ができたのを皮
切りに� 多くの大学がマンガに関する学部や学科を設置し始めた �吉村�
2009�� 現在日本の大学におけるマンガ学科やそれに類する学科	専攻の
数は 19である (Wikipedia, 2009).

そしてマンガ学科では編集者� プロデュ�サ�� 研究者の育成も視野に
入れられているものの� 多くの場合主たる目的はプロのマンガ家育成にあ
り� 言い換えるならばマンガ学科とはプロのマンガ家養成機関であるとも
言える�
これまではマンガを描く技術は大学で教えられるものではなかった� マ
ンガ家たちはアシスタントという徒弟制度において眼で師匠の業を盗んだ
り� 同人活動を通じ自学自習したり� あるいは編集者と二人三脚を行った
りと� 経験的にマンガを描く技術を学んできていた� それが大学という制
度の中で体系的に教えられるということが� 今後生み出されるマンガにど
のような影響を与えるのかというのは非常に興味深い問題である�
こうしたマンガ学科ができたのがごく最近であるため専門教育に関する
研究は今のところほぼ存在しないが� 取り上げられるべきテ�マとして�
マンガを �描く� リテラシ�とは何か� どのようなカリキュラムを作成す
るか� 授業をどのように構成するかなどが考えられる� 今後の発展が最も
期待される領域の一つであると言うことができよう�

2.1.2. 一般教育
専門教育のようにプロのマンガ家を目指す人に対象を限定せず� より多
くの人
がマンガを描くという表現活動を通じそこから何らかの意義を見
出していくことを目指す教育のことをここでは一般教育と呼ぶこととす
る�
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鈴木�加藤 (2008a)は� プレゼンテ�ション構成における社会的ネット
ワ�キングの訓練手法として� �マンガ表現法� を提案した� なおマンガ
表現法とは自分のプレゼンテ�ション内容をマンガの形式で表現し� その
マンガを吟味することでプレゼンテ�ションの改善を行う方法である �図
1	� そしてマンガ表現法によって作成されたプレゼンテ�ションメッ
セ�ジの説得性を論理図により作成した群と比較した結果� マンガ表現法
を行った群のほうがメッセ�ジの説得性が高いことが示され� マンガ表現
法はプレゼンテ�ションの説得性に寄与すると主張した�
続いて鈴木�加藤 (2008b)は� 社会的ネットワ�キング作業の基盤で
ある関係把握に着目し� そのための訓練手法としてマンガ表現法を提案し
その効果を検討した� 結果として問題に関連する人
の声や感情や社会関
係の把握を促進することが明らかになり� マンガ表現法は社会的ネット
ワ�キングの訓練に有効であると結論づけた�

図 1 マンガ表現法の例 �鈴木�加藤� 2008a	
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さらにその後舟生�鈴木�加藤 (2009)は� マンガ表現法は関連する
人�や社会関係の把握を促進するという点において多声性が高いメッセ�
ジを作成できるが� 一方で論理性は低くなるという問題点を指摘した� そ
こでメッセ�ジの多声性と論理性を同時に高めることのできるような� マ
ンガの表現をベ�スに論理的な図を構成する多声論理図と多声論理図法を
提案した� 多声論理図法は� マンガのコマを基点� アクタ�とセリフの抽
出� セリフの段階的な抽象化� そしてセリフの選択を行う多声論理図とい
う段階を踏む �図 2��

こうした視点とは異なる� 現役のマンガ家である傍ら大学や専門学校で
マンガの描き方を教えている菅谷 (2009)の主張も注目に値する� 菅谷は
マンガ初学者にマンガの描き方を教えていく中で� 受講者が受講前にはマ
ンガを描く自信がなかったが受講後には自信や楽しかったという感想を持
つようになったことから� マンガを描くことは生涯教育の一つになること

図 2 多声論理図法と多声論理図 �舟生�鈴木�加藤� 2009�
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ができると考えている� さらに� �マンガ家志望者のためではなく� マン
ガを趣味として� 人生の楽しみとして描くという視点があってもいいので
はないかと考えた� とも述べている� 今後マンガを �読む� 楽しみだけで
はなく� マンガを �描く� 楽しみも視野に入れ� マンガの �楽しみ� をよ
り広く多角的に捉えていくべきであろう�

2.2. �態度 �情緒的側面�� への注目
これまで �マンガ利用� の中の �知識 �情報的側面�� に焦点を当てた
実証的研究はある程度進んできた一方で �態度 �情緒的側面�� に関して
の実証的研究はほぼ皆無であったが� 最近の動向として �態度 �情緒的側
面�� に注目する実証的研究が増加してきている点が指摘できる�
家島 (2006)は人がマンガから何を学んで成長しているのかを明らかに
するために� インタ�ネット上のコミュニティにおいてマンガから受けた
影響に関する書き込みを収集し� KJ法において分類を行った� その結果�
マンガからの影響内容は �恋愛�	�友情�	�努力�	�人生�	�知識� の五
つの主要なテ�マに集約された� そしてマンガからの影響結果について
は� �勇気づけられた�	�慰められた� という情動的側面に対する影響と�
�考えさせられた� という認知的側面に対する影響に分類された�
続いて家島 (2008)は� 現代社会における青年の自己形成の困難さに言
及した上でマンガを �自己形成を支援するツ�ル� としてとらえ� その利
用可能性と功罪について検討した� さらに� マンガを介し自らが好むナラ
ティヴパタ�ンを自己理解させそこから新たなナラティヴを紡ぎだせるよ
うな� マンガを介した自己形成支援プログラムを構想した�
また Tamada (2009)は� マンガ読解リテラシ�と空間能力という認知
的要因が青年のマンガ利用学習に及ぼす影響を検討した� 結果としては�
どちらの認知的要因もマンガ利用学習には影響していなかった一方で� マ
ンガに対する好意的評価という情動的要因がマンガ利用学習に影響を与え
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ていることが明らかになった� そしてマンガに対する好意的評価の理由の
�おもしろさ� に注目し� マンガの �おもしろさ� や� そのマンガの �お
もしろさ� がどのようにマンガ利用学習に影響しているのかを今後検討す
る必要があると主張した�

3. 教育とマンガに関する研究の全体像

以上を踏まえ� 図 3に示すような教育とマンガに関する研究の全体像
を構築した�
まず� 教育とマンガに関する研究はマンガを �読む� ことに関する研究
と �描く� ことに関する研究に大きく二分される� マンガを �読む� こと
に関する研究では� マンガを読むことにより受ける影響を扱っているが�
その影響は �有害マンガ� と �マンガ利用� に分類できる� �有害マンガ�
に関する研究では� 暴力シ�ンや性的シ�ンを含む �有害な� マンガを読
むことにより読者 �特に子ども� に与える影響に注目しているが� そこに
はさらに意見表出型と事態把握型という二種類のアプロ�チがある� 一方

図 3 教育とマンガに関する研究の全体像
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で �マンガ利用� に関する研究では� マンガを読むことにより読者に及ぼ
すポジティヴな影響について注目し� マンガを教材や教授の手段として教
育的利用につなげることを目的としており� その取り扱う内容において
�知識 �情報的側面�� と �態度 �情緒的側面�� に分類できる� 中でも
�態度 �情緒的側面�� に注目する実証的研究が近年増加してきている�
そしてマンガを �描く� ことに関する研究はさらに専門教育 �プロのマ
ンガ家養成� と一般教育と二種類が存在すると考えられる� 専門教育と
は� より優れたマンガ作品を創作することができるプロのマンガ家養成を
目的とする教育のことである� 一方で一般教育とはプロのマンガ家を目指
す人に対象を限定せず� マンガを描くという表現活動を通じそこから何ら
かの意義を見出していくことを目指す教育のことである� なお� マンガを
�描く� ことに関する研究は現在ほとんど存在していない� そのためこの
部分に関しては最近の動向を踏まえた上での展望に近いものであるという
ことをご承知いただきたい�

お わ り に

本稿では最初に日本における既存の教育とマンガに関する研究を概観
し� 次に教育とマンガに関する研究の最近の動向を把握し� 最後に教育と
マンガに関する研究の全体像の構築を試みた�
本稿では日本のマンガと海外のマンガの質的差異や社会的文脈の違いな
どを考慮し� 海外における教育とマンガに関する研究は扱わなかった� し
かし海外における研究が皆無というわけではなく �Fukunaga, 2006や
McVicker, 2007など�� 今後扱っていく必要がある� また� 今回既存の
教育とマンガに関する文献を全て網羅できたわけではなく� 特に筆者の専
門領域である心理学的研究にやや偏っている点は否めないと感じている�
しかし� 少なくともこれまで �点在���混乱���未開拓� であった教育
とマンガに関する研究という大地を開拓し� 後に続く人が第一歩を踏み出
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すための整備は行うことができたと自負している� 今回描き出した教育と
マンガに関する全体像 �図 3� は完成品ではなくあくまで一つのたたき台
であり� 今後の研究を加え更新していく必要があると考える� 最後に� 本
稿を契機に教育とマンガに関する研究が更なる発展をとげていくことを願
い結びとしたい�

註� 本研究は平成 21年度慶應義塾大学大学院博士課程学生研究支援プログラムに

よる研究補助を受け行われた�
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